
 
初春の候、皆さまにおきましては、よき新年をお迎えの 

ことと、お慶び申し上げます。 

昨年は、新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、これまで

の日常を大きく変えた一年でした。この影響は、現在も続いています

が、新年を迎えたことに感謝し、心を新たにして、より良き一年とな

るよう一日一日を大切にしたいと思います。 

同時に、この状況を好機と捉え、豊田市の新たな行政運営へ提言を

し、市民サービスの向上に繋げるいくことが、皆さまから私に課せら

れた責務たと認識しています。これからも皆さまの声を市政に反映し

ていけるよう全力で取り組んで参ります。 

 

 

 

 

平成 28・29年の地域市政報告会の際に、ご要望を頂きました国道 155 号の駒場町向金交差点付

近の渋滞対策は、国道 155 線の全面開通以降の検討場所とされ、現時点において改良の予定はあり

ませんでした。しかし、継続して住民皆さまの要望をふるもと代議士とともに働き掛けた結果、渋

滞緩和に繋がる交差点一部改良工事が着手されました。（現地調査はH29年のレポートVOL10 掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国県議員との連携による地域課題の解決 
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③中央分離帯を左
側に位置の修正。
④歩道の縮小、こ
の２つの対策によ
り直進車線を増設。
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対策後２車線となりました。 今後に向けた要望も行いました。 代議士・国交相と現地確認 
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12 月議会の一般質問に登壇しました。 

【 質問テーマ 】発展を続ける産業都市への取組 

2021年度から始まる産業振興プランの策定に合わせ、産

業を取り巻く環境の変化をどのように認識し解析したうえで

今後の産業振興を図っていくのか。と言う視点で現状・社会潮

流・今後の取組について質問を行いました。 

① 産業振興プランの成果と課題について 

② 産業を取り巻く環境の変化について 

③ 次期産業振興プランの策定について 

 

 

 

 

質問① AI・IoTの進展による企業活動の変化を 

どう捉えているのか？ 

 

質問➄ テレワークなど新たな生活様式を踏まえた 

産業振興への取組は？ 

 

質問③ 少子高齢化による労働者不足や事業承継 

問題に対する取組は？ 

 

 

質問⑦ 産業をリードし続けるため、中小企業が次世代産業とのイノベーションを起こす 

最たるものがスーパーシティ構想と考える。採択に向けた取組は？ 

 

 

質問② CASEに代表される基幹産業を取り巻く 

環境変化をどうえているのか？ 

質問⑥ 中小企業の存続には需要が生まれる環境 

づくりが必要。創出が行政の役割と考えるが？ 

質問④ 産業の発展には土地の効率的な活用を 

図るべき。本市の取組は？ 

 

 

答弁：担い手不足は、

多様な人材の就労支

援がこれまで以上に

必要。事業承継は、抱

える問題が異なるた

めニーズに寄り添っ

た支援が重要。 

 
 

答弁：準工業地域の

継続的な工業的利

用が見込まれる区

域を緑地等の規制

緩和の対象区域と

して拡大の方向性。 

答弁：テレワークなど、デジ

タル化やDX推進を支

援。また、コロナ禍の各フ

ェーズで必要とされる施

策を適時、追加する予定。 

答弁：本市のスマートシティ化

を進め、新たなビジネスチャ

ンスに繋がる環境づくりを進

めたい。スーパーシティ構想

は最適な手段であるかを見

極めた上で応募を行う。 

答弁：強みであるモノ

づくりを核に、新たな

産業領域に踏み出し、

競争力を更に高める

必要があると認識。 

答弁：急速な構造変

化は、極めて重要な

要素。本市の都市経

営にも大きな影響を

与えるものと認識。 

答弁：高い技術力と企

業集積の厚さは、本市

の強み。新産業、新事

業創出を促していく環

境づくりが必要。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 11月 10日（火）トヨタ系議員で構成する会派

『市民フォーラム』を代表し、国に対し要望及び陳情活動を

行いました。特に、今年度から事業化に着手頂いた矢作川鵜

の首狭窄部の水位低下対策へのお礼と、皆さまから大変声の

多い道路に関する予算の確保を要望しました。 
 
 

 

 

 

国への要望活動 

１２月定例会 可決議案！ 

① 国道 153号豊田北バイパス整備 

   国道 155号豊田南バイパス整備 

② 国道 153号伊勢神改良 

③ 一級河川矢作川鵜の首地区河道整備 

①保育料の見直し  
0～2 歳児の保育料を軽減し、安心して産み育て

られる支援体制を図る。（３歳児以上は無償化） 

 

③新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保  
令和３年前半からの円滑なワクチン接種の実施体制 

の整備。 

④マイナンバーカードを活用した保険証の登録  
令和３年 3 月より公立病院で導入。 

⑤低炭素社会に向けた次世代自動車の普及促進  
（新型 MIRAI 購入） 

SDGｓ未来都市として、 

市内外へ環境政策の PR 

また防災対策の普及促進 

と啓発に向けた取り組み 

図る。 

と啓発を 

進める。 

②市営住宅の入居対象者を拡大  
都市部の既存市営住宅の条例を改正し対象を拡大。 

対象者：全市民。但し医療

従事者・高齢者優先。 

※接種場所・方法は、今後

国の動向を踏まえ決定。 

 

①超高齢社会への適応、高齢単身者の受け入れ拡充 

（松平志賀住宅始め５施設） 

②家族形成期世代の入居要件等の緩和 

（年齢制限25歳以上廃止40歳未満） 

※緊急対策：コロナによる企業倒産等による単身者 

を 5年間のみ入居可能とする。 

メリット：マイナンバーカードで医

療機関・薬局で受診可能。高額医

療認定書の持参が不要。 

（医療機関：豊田地域医療センター・ 

乙ケ林診療所・南部休日内科診療所） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

新型コロナウイルス感染症の再々拡大に 

おいて、豊田市議会議員も１３名の感染が確 

認されました。私も行政運営を審議する立場 

として、感染予防に努めてまいります。 

また、議会開催中は「３密」となりやすい 

状況を考慮し、様々な感染防止対策を実施し 

慎重審議を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

12 月議会開催における感染防止対応 
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① 

② 

⑤ ③ 

④ ⑥ 

①マスクの着用 ②都度の消毒 ③各自検温の実施 

④密を避けるため議場出席 1/2（他議員別室で傍聴） 

⑤議場開放 ⑥傍聴者の自粛要請など 

新型コロナウイルス感染症が疑われたら 

発熱等の症状がある方の受診・相談について 
受診・相談センター 
平日 9：00～17：00 0565-34-6586 
休日・夜間         0565-31-1212 
障がい者の相談窓口  （FAX） 
平日 9：00～17：00 0565-34-6929 
mailto:hokansen@city.toyota.aichi.jp 

くらしの相談 

【相談内容】依頼日：2020 年 3 月 16 日 
FTS 広田工場前の市道において、アスファルトが剥が
れてしまっている。その段差に自転車のタイヤがはまり
パンクをした。通勤で使う道路でもあるので、修繕をお
願いしたい。 

【対策内容】完了日：2020 年 5 月 12 日 
現地を確認したところ、依頼場所以外も大変傷んでいる
ことが確認でき、依頼箇所以外の場所も含め、担当課へ修
繕の依頼しました。長期に渡る工事が想定されましたが
短期間で実施でき安全性を高めることができました。 

剥がれた部分を含め、
道路を全体的に修正。 

段差で危険な箇所を、
なだらかに修正。 


